






〔はじめに〕 

学校検尿が制度化されて 7年を経過し,その評価も定着しては来たものの,また新たな問題

点に直面して来ている。何故ならば,ここにもかしこにも進行悪化を思わせる症例が散見さ

れ始めたからである。かかる点に着目して,今回,神奈川県内の各地区,学校検尿判定(専門)

委員会がかかえている C1～2ランク児童・生徒の実態調査を行うと共に,対象者例各々につ

いて病態を詳細に検討することで適正管理の在り方および各々の病態と予後についてのパ

ターン化を行ってみた。 


